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歯車の特徴

歯車の耐久性に直結する材料特性と熱処理特性を専門的な知見から評価いたします。

歯車の浸炭焼入れ材質評価

Cat.No 3E3J-085-00-210610

● 歯車は、輸送機器産業に広く使用されており、疲労強度や耐摩耗性向上が求められます。このため、多様な
熱処理による性能向上が不可欠となっております。

● 耐摩耗性や疲労強度向上を目的とした熱処理として、ガス浸炭法が広く採用されております。また、更なる高機
能化を目的として真空浸炭法、浸炭窒化法及び高濃度浸炭法が実用化され、用途に合わせた機械部品の
製造が可能となっております。

図1 歯車断面写真（硬さ測定）

図2 浸炭部におけるビッカース硬さ測定結果例

評価技術

● 真空浸炭法及び浸炭窒化法は、適切な処理条件の確立が難しく、製品の不具合発生に直結する可能性があり
ます。これらの問題に対し、材料特性と熱処理特性を考慮した専門的な知見に基づき解析及び評価いたします。

● 歯車の損傷解析項目の一覧を示します。

①浸炭部の顕微鏡組織観察（図1）

②浸炭部の硬さ分布測定（図2）

③浸炭部の炭素濃度分布測定（図3）

④損傷部（ピッチング、スコーリング）の形態観察

⑤材料組成分析

①歯先

②歯1/2ｔ

③歯底
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図3 浸炭部における炭素濃度測定結果例（EPMA）

評価方法と評価例


